＜九州農政局HPより抜粋＞
豊かなむらづくり全国表彰事業
「豊かなむらづくり全国表彰事業」は、農山漁村で集落や校区、市町村等を活動範囲とする団体の、農林水産業を核とした生活・文化等を含む幅広い地域活動を表彰する事業で、昭和54年度から実施しています。
 本事業で選定された農林水産大臣賞受賞団体の中から、さらに農林水産祭（むらづくり部門）で天皇杯等が選定されます。

農林水産祭 （むらづくり部門）とは
 農林水産祭は、農林水産業と食に対する認識を深め、農林水産業の技術改善及び経営発展の意欲高揚を図るため、国民的な祭典として昭和37年から毎年11月23日の勤労感謝の日を中心に開催しています。
    農林水産祭参加行事として、全国各地で約310の農林水産物の品評会・コンクール等が開催され、そこで農林水産大臣賞を受賞した者の中から、毎年7部門の天皇杯、内閣総理大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞が選定されます。
※7部門（農産・蚕糸、園芸、畜産、林産、水産、多角化経営、むらづくり）

選賞までの審査の流れ
全国の9ブロック（北海道・沖縄、東北、関東、北陸、東海、近畿、中国・四国、九州）ごとに、各都道府県から地方農政局にむらづくりの優良事例が推薦されます。
[bookmark: _Hlk216959571]　　　　　　　↓
[bookmark: _Hlk216959583][bookmark: _Hlk216959612]各都道府県から推薦された優良事例について、地方農政局のむらづくり審査会で審査が行われます。
（書面審査及び現地調査）
　　　　　　　↓
地方農政局は、農林水産大臣賞の選賞候補を決定し、さらにその中から最優良事例を決定して、農林水産祭中央審査会に報告します。
　　　　　　　↓
地方農政局から報告された最優良事例について、農林水産祭中央審査会のむらづくり分科会で審査が行われます。
（書面審査及び現地調査）
　　　　　　　↓
最優良事例の中から、天皇杯、内閣総理大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞が選賞されます。
                                
